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地域災害と気候条件への住民間共通理解に基づく集落空間構成
平成２７年度
佐　藤　布　武
筑波大学人間総合科学研究科
芸術専攻
　本研究では、伝統集落における空間構成を「地域特有の自然災害と気候条件に対して形成されてきた住民間に共通する理解」に着目して
論じた。本研究は、建築・農村計画学分野の視点にたち、日常的な生活としての気候条件への適応や非日常への備えとしての災害対策の分
析を行うことで、伝統集落に形成された構成原理の解明しようとするものである。
　近年、我が国における気象現象は大小多様化しており、様々な自然災害が報告されている。このような自然災害への対策として、これま
で日本で進められてきた災害対策は、防潮・防波堤やスーパー堤防に代表される「公」による土木的見地に立つ都市スケールのものが大部
分を占めてきた。一方で、近年になり、自助・共助という「個」や「共」の概念の重要性が再評価されている。本研究では、大小多様化す
る自然災害や現代の気候条件に対して柔軟性をもつ、集落の伝統的な知恵や知見に着目した。研究に際して、「地域災害」と「住民間共通理解」
という２つの視点を設定し、伝統集落に内在する空間構成原理を分析している。本研究では、集落土地利用や建築物配置、小気候の観測・
分析により実体（＝直接的証拠）としての空間的特徴を捉え、地域の歴史や住民認識の調査・分析により内在する記憶（＝間接的証拠）を
把握することで、地域災害や気候条件に対して形成される住民間共通理解に基づく集落空間の構成原理を見出すことを目的としている。
　第２章では、日本における災害の実態を把握し、具体的な研究対象地域の選定を行った。第 3 章と第 4 章では、具体例として、度重な
る津波被害を経験してきた沿岸漁村部と河川に挟まれた盆地農村部を取り上げ、地域災害や気候条件に対して、どのように集落空間が構成
されてきたのかを明らかにした。第 5 章では、地域災害や気候条件に対する集落の知恵や知見を整理し、集落空間に内包される住民間共
通理解を具体例に則して検証し、住民間共通理解が確認される典型例の考察を行った。更に、現在に至るまでの集落空間構成の変化に着目し、
住民間共通理解の継承に関する考察を行うことで、本研究の結論を示した。
　第２章では、災害の概念や災害対策の時代による変化を把握するとともに、地域特有の災害として「地域災害」という概念を導きだした。
更に、地域災害と伝統集落が立地する地形条件を対応させた整理から、研究対象地域の選定を行った。第２章を通して、地域災害対策と集
落空間構成に影響が確認される可能性の高い伝統集落の典型として、沿岸漁村集落と盆地農村集落を選定した。
　第 3 章では、過去に津波被害を受けつつも遠隔地への集団移転を行わなかった宮城県石巻市牡鹿半島侍浜集落を研究対象に、自然に囲
まれたふるくからの沿岸漁村集落における空間構成の実態を明らかにした。明治初期から現在までの土地利用に関して、過去 4 回の津波
被害とその後の集落空間構成の変化に着目した調査を行った結果、集落の津波対策には顕在的なものと潜在的なものの 2 種類が存在する
ことを明らかにした。また、沿岸漁村は、冬の季節風の影響を受けにくい箇所に集落が形成されていることを、小気候観測を通して明らか
にした。
　研究成果に基づく沿岸漁村の集落空間構成原理の考察では、冬の季節風の影響を受けにくい箇所に集落が形成されており、地域特有の気
候条件に適応した宅地配置が形成されていることを把握した。集落立地によりある程度の居住環境を整えることができたため、集落土地利
用でより重視されていたのは畑地で、日照が得られ季節風の影響も受けにくい領域に畑地を形成していた。以上のような気候条件に適応し
た集落空間構成が明治初期には形成されていたが、度重なる津波被害を受けて、高地の畑地を宅地化し山林に新たな畑地を展開していくな
ど、地形条件を活かした集落土地利用により現在の集落空間が形成されてきたことを明らかにした。
　第 4 章では、緑に囲まれた塊村が集落内に点在する福島県会津若松市北会津町を研究対象に、伝統的な住空間形成手法と想定される屋
敷森、および屋敷地と集落空間の関係の調査を行うことで、環境を自ら制御する盆地農村部の集落空間構成の実態を明らかにした。北会津
町における集落ごとの屋敷森面積率は 1976 年から 2011 年にかけての 35 年間で全体として 66.6% 残存していたが、屋敷森面積率の変化
は集落によって異なっていた。北会津町で共通する傾向を見出せた事象として、「路村・外縁配置」「塊村・外縁配置」「分散配置」「路村・その他」
という集落形態と屋敷森配置の関係が確認された。屋敷森を集落外縁に集中していた「路村・外縁配置」はその多くが伐採されていたのに
対し、「塊村・外縁配置」や「分散配置」のように、集落内部にも屋敷森が配置される場合、屋敷森が維持される傾向を示した。
　過去に洪水被害の歴史を持つ塊村・分散配置の二日町集落を対象とした集落空間構成調査の結果、集落内に分散して配置される屋敷森は、
各世帯が水路付近や母屋北方向に配置することにより形成されていることが把握された。また、冬季の防風効果の検証を行った結果、集落
規模での防風効果が示された一方で、集落内の明治以降に宅地化された領域では部分的に風の流入が生じることが明らかになった。
　盆地農村では、まず、地域災害対策として下位段丘面上や微高地上に集落を立地した。更に、洪水被害の歴史を持つ集落では、河川との
位置関係から排水を考慮した水路を集落内に通し、石垣と屋敷森による強固な敷地境界を設ける洪水時の防水・排水を考慮した地域災害対
策が存在していた。地域特有の気候条件へは、母屋の西方向に付属屋を、北方向に屋敷森を配置する冬季の季節風を考慮した屋敷地構成で
適応していた。このような屋敷地が連続することで集落が形成されており、集落規模での冬季における防風効果も確認された。
　第 5 章では、本研究を通して見出してきた集落空間に確認された知恵や知見を再整理し、実態としての空間の奥に潜む住民間共通理解
の分析を行った。まず、集落空間に確認された知恵や知見を再整理することで、両集落に存在する地域災害と気候条件への住民間共通理解
の実態と、その調査方法を整理した。続いて、両地域の比較・考察を行うことで住民間共通理解が確認される（１）構成原理の反復（２）
集落空間管理という２つの典型例を導きだした。更に、現代に至るまでの住民間共通理解と集落空間との関係を論じた。伝統的に継承され
てきた住民間共通理解の概念と現代における住民間共通理解の実態を示すことで、住民間共通理解が維持・喪失された要因を考察し、現代
における住民間共通理解の継承課題を明らかにした。
